




















































































































ことになる。ただし、 楽天の書 た文章をよく読むと、 艦隊に乗り込んだところまでは明記しているもの 、箱館戦争 加わっ は書い いな
９。何らかの事情で戦闘には加わらなかったようである。
だが、一時的とはいえ、旧幕府脱走軍と行動をともにしたことは、楽天にとって人生を左右する体験とな
った。彼は旧幕府方に身を置いていたという強烈なアイデンティティをその後も有しつづけたらしく、晩年に至 ても「元佐 軍少年隊」 「幕軍遺兵」 「幕軍残党」 「維新役残卒」などの肩書を好んで使っ
た
10。また、







ところが、明治後期になると、 「家道の傾」いたこ により（楽天の四男・第六子の竹内仁による表現） 、
楽天は職と住居を転々とすることになる
14。明治三三年（一九〇〇）八月以後わずか一〇年あまりの間に、松




































懐旧館の展示内容については、 前稿でも検討を加えたが、 ここでは本資料にもとづいて再考してゆきたい。こんにち誰しもが不可解に思うのは、 〝どのような意図でこれらの場面を選択したのだろうか〟という点
であろう。この展示は「函館戦争実況」と題されているものの、そもそも戦闘場面が表現されていない上、箱館戦争をめぐる一連の歴史的経緯のなかで重要な場 を取り上げてい と 考えられない たとえば、第六場面に見られる古屋作左衛門の湯治 姿を、箱館戦争の描写に不可欠な場面 る者はい だろう。つまり、箱館戦争の全体像を提 しようという意図がこの展示からは読み取れ いのであ 。
では、懐旧館の展示はなぜこ ような構成を取ったのであろうか。この点について考えるためのキーワードは、表紙に見られる「隠れたる史実」という とばであろう。何
が「隠れ」ているかというと、箱館戦争における旧幕府脱走軍の思想と動向なのである。












ただし、 この の語を額面通り 受け取れるかどうかは、 疑う必要があ と筆者は考えている。
すでに前稿で論じた点であるが、楽天が「榎本将軍等」を顕彰するのは単に教育に資するという理由だけではなかった。 「はしがき」では明言していないものの、 「榎本将軍等」の顕彰をはかることは、同時に彼らを「賊軍」扱いにした明治新政府を糾弾する政治的な姿勢につながりかねない。さらには、彼らの名誉回復・雪冤をはかるべきとい 声に つうじ 。実のところ、楽天 ねらいは旧幕府脱走軍の雪冤を果たし、戦没者も含めて名誉回復を成し遂げることに ったのである。強調される 精神修養」 語には、楽天のそうした真意をカモフラージュする意図もあったと考えられる。
以上のような趣旨で設立された懐旧館は、旧幕府脱走軍が「如何に国家に忠にして義を重んじ情に厚かり
し乎」という世に「隠れた 」箱館戦争の側面を提示す ことを主目的としていた。そのため、新政府軍の動向を伝える必要はなく、ま 箱館戦争の全体像を提示することも考えていないのである。
最後に、各場面の具体的内容についても、気づいたところを指摘しておきたい。第一に、 「はしがき」に「榎本将軍等」とあるとおり、楽天は榎本こそ旧幕府脱走軍のシンボルと認識して




た火消人足藤吉（梶原雄之助）の活躍ぶりを再現している。あまり著名人物とも思われないこの二人を取り上げ のはなぜか。展示解説をよく読んでみると、この両人には五稜郭内において新政府軍の「巨弾」 （甲鉄艦による砲撃）を浴び、重傷を負 人物という共通点が認められる。
そこで想起されるのは、楽天が懐旧館設立の五年も前から、五稜郭内で戦没者の遺体の身元を調査してい






















































































































































 筆者による注記 、 〔
  〕で示した。
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   五稜城内訣別の宴
　　　　　　　　　　　　　　　
 （明治二年五月十六日）
《稜城を枕に全滅を期す
････
▲敗残勇士の鉄腸》
榎本
　
松平副総裁を始め諸君に痛く御苦労を備へました。然れど事皆志と違ひ最早今日に及んでは如何とも
致方厶らぬ。成敗は兵家の事と諦め今夕は打寛ぎ黒田が好意の酒を開きて且つ飲み且つ語り静かに敵の総攻撃を待ち城を枕に永き夢路を辿り申さう。併し之で徳川家に対する恩誼万分の一に酬いたると同時に義を泰山の重きに比する徳川武士の本領を後世に印し得るをセメテもの土産として泉下 祖先に見え申さん。〔裏面〕松平
　
仰せの通り縦し事は成らざりしも今日迄の悪戦苦闘に依つて眼前の営利栄達に眼暗める腰抜け武士の
心胆を寒からしめ。大鳥
　
三河以来の士風を発揮し。花は桜か桜井の駅に散にし菊水の顰に倣ふ。
荒井
　
武夫の亀鑑を後 世の人に示し得たりとせば夫れで満足。
一同
　
榎本大総裁閣下今日迄の御心労厚く御礼申上げん。
榎本
　
ヤヨ田村卿は未だ幼年今無慙死なすに忍びぬ。去つて余命を全ふせ。
田村
　
之れは将軍の仰せとも心得ませぬ若輩とて侮り給ふな。十四歳 死が惜ければ五十、八十、百歳の死
も尚ほ惜しと思ひ申さん。銀之助は今が死に時。死に花と心得ます。榎本
　
豪い斯くてこそ日 益良雄。一盞参らう卿が得意の剣舞一番 冥土へ旅立の餞別せ。
田村
　
勤王の一戦北門に拠る。碧血は奔流す郭外の村。病兵を叱咤 て憊馬に鞭てば。飛丸雨の如し桔梗ヶ原。
◎第五
の
　
二
最高幹部の再評定
　　　　　　　　　　　　　　　
（明治二年五月十六日夜）
130　（19）　北海道立図書館蔵「精神修養資料函館戦争実況場面解説」
《軍議一変甘んじて戮に就き
････
▲八百の部下を救ふ四将の心事》
榎本
　
弁天砲台降り千代ヶ岱陣屋屠られ今は孤城落月。此上の抵抗は無意義に八百の勇士を失ふのみ諸君の
御賢慮如何に。松平
　
御意の如く最早我々の面目武士の意気地をのみ主張する秋に非ざらん。
大鳥
　
如かじ衆に代つて官に降り。
荒井
　
潔よく天裁を仰ぎ。
榎本
　
八百勇士の助命 請はん。
三人
　
御同感に候ぞ。
◎第六
　
古屋衝鋒隊長湯の川湯治
　　　　　　　　　　　　　　
（明治二年五月下旬）
《病床に在つて後事を案じ
････
▲憐れ異郷の露と消ゆ》
古屋
　
如何にもして天晴武士の本分を尽さんと誓ひし事も仇なれや。武運拙なく敵艦の巨弾五稜城内訣別の
宴席に破裂し憐れ負傷の身と成りし無念さ。然れど霊泉の効に由つて快方に向ひたれば隊に復して亦活動せん。
因に云ふ隊長歩兵頭
〔古〕店屋佐久左衛門は余 併発遂に湯の川に歿す。
◎第七
　
江戸火消小頭藤吉の義憤
　　　　　　　　　　　　
（慶応四年二月七日）
《野州佐久山の活劇
････
▲徳川思ひの纒ひ持》
藤吉
　
吾徳川お抱へ十人火消の小頭纒持と 安穏に世を渡りしも将軍様のお蔭。今又新募の義勇兵として
改役に迄昇りしも徳川様のお情。然るに鳥羽、伏見の戦ひ敗れてより某藩の人々坊主上りの公卿と結託して
　129（20）
強て錦旗を自己の藩に請ひ奉り。将軍様を朝敵呼はり遂に三百年来の御座処たる江戸城より徳川様を追はんとの噂さ奇ッ怪千万今一分別せざれば は如何な憂目にお会ひ成さるかも知れぬ。好し先んずれば人を制す 聞く。先づ庄内藩に頼寄り徳川家の再興を図らんと。一千有余の同志を率ゐ野州迄来て見れば既に将軍様に刃向ひせん徒輩の入込み居るこそ面白けれ。イザ越え来れ此棍棒の味ひ見せん。
因に云ふ藤吉は一介の新募兵より差図役を経て改役即ち今の大尉に迄昇進し名を梶原雄之助と改め蝦夷各地に転戦し勇名を恣にせしが不幸明治二年五月十六日前節の古屋隊長負傷と同時に巨弾の為め惨死を遂げたりと伝へられしが実は一時気絶して人事 省に陥りしも戦友の看護に由りて蘇生し維新後石井某方に入夫と成り山岡鉄舟翁の推挙にて宮内省に奉職し
　
先帝陛下の馭者を勤め天寿を全ふせり。
◎第八
　
旧主従二十年目の邂逅
　　　　　　　　　　　　　
（明治二十一年四月三日）
《此主人にして此従者あり
････
▲義と情の結晶》
石川
　
御前お懐かしう存じ升。御見忘れ遊ばせし哉。
榎本
　
珍らしや石川。卿の事は片時忘れねど其後絶て久敷消息を得ぬを遺憾に思ひ居りしが能く健康で居て
呉れた嬉しいぞ。併し強う窶れたのう。兎まれ途上で話しも出来ぬ。此馬車に同乗して予が邸に行う。
　　　　　　　　　
▲向島なる榎本子爵邸の奥座敷
榎本
　
顧ひ起せば二十年昔し予は朝敵の汚名を蒙りたる侭骨と朽つべかりしを卿の切なる忠言に因つて今日
あるを得たる訳。云はゞ卿は予が命の親にして又我家名誉の恩人忘れて成らう哉。何故早く尋ね越ざりしぞ余処には見ぬ者を。石川
　
之れは御前の仰せとも心得ませぬ。御白刃 時お留め申上げたは従士の任務を仕りたる迄、治兵衛
寸効も厶りませねば御恩に被て戴く謂れ露程も有ぞとは存じませぬ。然るに石川落魄て伺へば寸功なき事を
128　（21）　北海道立図書館蔵「精神修養資料函館戦争実況場面解説」
恩ヶ間しく御無心に出し様世人に後を見らるゝ事の心苦しさ御懐しさを忍んで態と御無沙汰仕りました。榎本
　
斯く迄窮して尚ほ往昔の魂に錆は着けぬか。天晴れ武士の亀鑑。見あげたぞや何は兎もあれ今後は予
が引受た老後を安うせ。
因に云ふ石川治兵衛事大塚鶴之丞は子爵に邂逅して直ちに逓信省に任用され榎本逓信大臣に事へ後ち官を辞し北海道に於ける榎本家の地処支配人と成り小樽に住し楽しき老を送り明治四十年病歿し遺族は東都に移れり。
函館戦争実況絵はかきに題す
御国思ふ兵どもが矢叫びの昔しを偲ぶ便とも為ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
片
　
上
　
楽
　
天
　　
申込所
　
函館大隊官舎道見付片上禮
定価
　
金
　
六拾銭
五稜郭と函館戦争に就て諸君の重なる疑問は
▲五稜郭は何の要あつて誰が何時築きし乎▲榎本勢は何の目的にて蝦夷に来りし哉▲函館戦争の起りは何乎其終りは如何▲西郷南洲翁が榎本勢の挙を忠君愛国の士 賞せし理由朝敵たる者が死に処せられざりしは何故ぞ▲維新後 子等の優遇されし理由
･･････ 等な
らん本史は之れ 解決の鍵。
･･････ 諸君が想像の外隠れたる史実満載。
五
　
稜
　
郭
　
史
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図１
.「
精神修養資料
函館戦争実況場面解説」の冒頭部分
　
126　（23）　北海道立図書館蔵「精神修養資料函館戦争実況場面解説」
図２の１
.　
第一場面
　
品川湾に於ける開陽艦長室の激論
　
図２の２
.　
第二場面
　
官軍参謀黒田了介の居室
　125（24）
図２の３
.　
第三場面
　
榎本大総裁将に自刃せんとす
　
図２の４
.　
第四場面
　
千代ヶ岱陣屋中島兄弟永別の盃
124　（25）　北海道立図書館蔵「精神修養資料函館戦争実況場面解説」
図２の５
.　
第五場面
　
五稜城内訣別の宴
図２の６
.　
第六場面
　
古屋衝鋒隊長湯の川湯治
　123（26）
図３の１
.　
第七場面
　
江戸火消小頭藤吉の義憤
図３の２
.　
第八場面
　
旧主従二十年目の邂逅
122　（27）　北海道立図書館蔵「精神修養資料函館戦争実況場面解説」
［付記］
北海道立図書館・市立函館博物館には、所蔵資料を紹介することについてご許可をいただいた。ま
た、田原良信氏・木村ひさ氏・伊藤尚氏には、貴重な資料を提供していただくなど、多くのご教示をいただいた。心より御礼申し上げる。　
なお、本稿は平成二九年度札幌大学研究助成による研究成果の一部である。
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